
3１

０回井緬文化賞受賞者発
主催・財団法人井植記念会

戦後、日本の復興と繁栄に大きな足跡を残した三洋
電機株式会社の創設者故井植歳男氏の遺志により、昭
和4 4 年1 1 月に「財団法人井植記念会」が設立されまし
た。同会は、兵庫県在住、またはゆかりのある個人、
あるいは団体で、それぞれの分野で目覚ましい活躍を
されたり、多大な貢献をされた方（団体）の功績を讃

え、地域社会のよりいっそうの発展に寄与したいと、

昭和5 2 年に「井植文化賞」を制定しました。
第2 0 回のことしの6 部門の受賞者は、選考の結果、

次のとおりに決定しました。受賞者にはライオンのブ
ロンズ像と、副賞として賞金（個人3 0 万円、団体5 0 万
円）が贈られます。

■文化芸術部門

甲南高等学校
貴志康一記念室
〈代表者／井野辰男校長＞

■科学技術部門

員山滋志
< 神戸大学農学部教授＞

園社会福祉部門

神戸ライフ・ケアー
協会
〈代表者／今井鎮雄理事長〉

､農

■報道出版部門

三条杜夫
『いのち結んで一
その時、被災放送局ＡＭ神戸は』

園地域活動部門

｢洋菓子K O B E 展」
< 大丸神戸店森範二店長〉
< 村上和子プロデューサー〉

巴国際交流部門

関西バングラデシュ・
プロジェクト
< 代表者／小泉製麻相談役小泉徳一＞
< 事務担当責任者／関西タイムアウト編
集長デビット・ジャック＞

３

篭議譲
(敬称略）
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填山滋志

捕
物
の
病
気
は
、
病
気
を
発
生
さ
せ
る

物
質
や
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
遺
伝
子
な
ど

が
解
明
さ
れ
て
、
い
ま
で
は
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
病
気
に
強
い
植
物
の
育
成
に

使
わ
れ
て
い
る
。

嵐
山
教
授
は
、
オ
ー
ト
麦
冠
さ
び
病
を

モ
デ
ル
系
と
し
て
植
物
の
抵
抗
性
発
現
の

分
子
機
櫛
解
明
の
研
究
を
進
め
、
イ
ネ
科

植
物
と
し
て
は
世
界
最
初
に
植
物
が
病
原

菌
の
感
染
に
抵
抗
し
て
産
出
す
る
フ
ァ
イ

ト
ア
レ
キ
シ
ン
と
呼
ば
れ
る
抗
菌
性
物
質

を
同
定
し
、
植
物
に
抵
抗
反
応
を
始
動
さ

せ
る
物
質
（
エ
リ
シ
タ
ー
）
を
明
ら
か
に

す
る
な
ど
、
病
原
体
に
対
す
る
植
物
の
認

識
と
そ
の
シ
グ
ナ
ル
の
伝
達
様
式
と
抵
抗

性
遺
伝
子
の
発
現
機
構
の
解
明
を
進
め
て

い
る
。教

授
の
研
究
は
、
人
と
地
球
環
境
を
汚

染
し
な
い
病
害
防
除
法
の
開
発
を
可
能
に

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。〈

加
藤
征
史
郎
〉

iii言卿回井植文化賞貢iii
蜂～科学技術部門～』

：、選考委員

; 石山靖男
：〈神戸新聞社メディア開発局長〉
; 片岡邦夫
。〈神戸大学工学部長〉
●

: 加藤征史郎
：〈神戸大学農学部長〉
●

: 山本節
：〈神戸大学医学部長〉

植物の病気を防ぐ
人と環境にやさしい新しい方法

、
受
樹
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
桜
井
春
輔
（
岩
盤
力
嘗

２
杉
山
武
教
〈
週
伝
子
学
〉

３
土
田
広
信
〈
農
芸
化
学
〉

４
嶋
田
勝
次
〈
都
市
計
画
・
建
築
学
〉

５
沢
村
誠
志
《
障
害
者
の
社
会
復
帰
〉

６
安
藤
四
一
〈
音
響
の
研
究
〉

７
辻
荘
一
〈
家
畜
育
種
鍔
志

８
西
埋
泰
美
《
生
理
鈴
志

９
中
岡
睦
雄
〈
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
〉

旭
滑
水
晃
〈
微
生
物
生
態
学
〉

打
岡
田
安
弘
〈
脳
機
能
生
理
学
〉

抱
賀
谷
伸
幸
〈
計
測
工
学
〉

旧
田
中
千
賀
子
〈
薬
理
学
〉

脚
安
田
武
司
〈
熱
聯
有
用
植
物
学
〉

巧
展
畑
和
志
〈
整
形
外
科
学
〉

柁
神
鳥
安
啓
〈
応
用
化
学
〉

打
加
藤
征
史
郎
〈
生
煎
生
物
樺
孝

旧
天
津
睦
雄
〈
耳
鼻
咽
喉
学
》

旧
山
本
恵
一
《
祇
子
工
学
〉

ｌ
魂
１

回
選
考
経
過

大
震
災
直
後
か
ら
神
戸
大
学
は
全
学
部

が
地
震
・
震
災
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
成
果
が
ま
と
ま
る
ま
で
に
長
い
時
間

を
要
す
る
テ
ー
マ
が
多
い
・
そ
の
中
で
も
、

医
学
の
分
野
か
ら
は
日
本
神
経
科
学
学
会

の
会
長
で
生
理
学
の
岡
田
安
弘
教
授
、
検

死
に
日
夜
努
め
た
法
医
学
の
龍
野
嘉
紹
教

授
、
多
く
の
外
傷
患
者
の
治
療
に
当
た
り
、

そ
の
活
動
記
録
を
出
版
し
た
整
形
外
科
の

水
野
耕
作
教
授
ら
が
候
補
に
上
っ
た
。

工
学
の
分
野
で
も
震
災
関
連
の
研
究
は

数
多
い
が
、
そ
れ
と
は
別
に
人
間
工
学
専

門
で
、
超
精
密
加
工
技
術
を
追
求
し
て
い

る
ロ
ボ
ッ
ト
学
の
森
脇
俊
道
教
授
の
研
究

が
候
補
に
挙
が
っ
た
。
農
学
で
は
、
病
気

に
強
い
植
物
を
作
り
だ
す
研
究
を
し
て
い

る
亘
山
滋
志
教
授
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
人

と
環
境
に
や
さ
し
い
病
害
防
除
法
の
開
発

を
可
能
に
す
る
も
の
だ
と
し
て
注
目
さ
れ
、

決
定
し
た
。
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１
３３

１

＃ ､ 甥

鐙
鍵；

図
選
考
経
過

候
補
に
は
、
バ
ッ
ハ
指
揮
者
と
し
て
カ

ン
タ
ー
タ
の
全
曲
演
奏
を
続
け
て
い
る
バ

ッ
ハ
コ
レ
ギ
ウ
ム
ジ
ャ
パ
ン
の
鈴
木
雅
明

が
あ
が
っ
た
。
ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
の
テ
ノ

ー
ル
歌
手
の
若
本
明
志
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー

の
オ
ペ
ラ
で
の
評
価
が
高
か
っ
た
。
ド
イ

ツ
で
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
国
際
的

な
活
動
で
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
古
典
音
楽
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
荒
憲
一
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の

頃
の
中
世
音
楽
を
演
奏
す
る
希
少
な
グ
ル

ー
プ
、
岡
本
一
郎
と
ダ
ン
ス
リ
ー
・
ル
ネ

サ
ン
ス
ら
が
候
補
に
な
っ
た
。
貴
志
康
一

は
、
「
日
本
組
曲
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
日

本
の
代
表
的
作
曲
家
で
あ
る
が
、
彼
の
遺

品
を
収
集
保
存
し
、
忘
れ
ら
れ
た
作
品
の

復
活
、
復
権
を
果
た
し
た
こ
と
で
日
本
の

音
楽
界
へ
の
貢
献
を
果
た
し
た
と
い
う
意

味
か
ら
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

わ
が
国
で
は
稀
有
の
、
作
曲
家
の
遺
品

を
集
め
た
施
設
が
芦
屋
に
あ
る
。
甲
南
高

等
学
校
が
一
九
七
八
年
に
創
設
し
た
貴
志

康
一
記
念
室
で
あ
る
。
同
校
で
学
び
、
の

ち
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
を
指
揮
し
て
華
々

し
く
活
躍
し
た
天
才
的
音
楽
家
の
資
料
の

収
集
と
整
備
、
さ
ら
に
は
第
二
次
大
戦
後

は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
貴
志
の
作
曲
作
品
の

紹
介
に
努
力
し
、
楽
譜
の
出
版
や
レ
コ
ー

ド
の
制
作
、
さ
ら
に
多
く
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を
続

け
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
貴
志
康
一
の
作

品
と
業
績
は
、
彼
の
在
世
中
に
勝
る
と
も

劣
ら
ぬ
ほ
ど
広
く
知
ら
れ
、
高
く
評
価
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
貴
志
康
一

の
名
声
の
復
活
に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
が
国

の
音
楽
史
の
研
究
は
も
と
よ
り
地
域
文
化

の
向
上
に
も
大
き
く
寄
与
し
た
。
今
後
さ

ら
な
る
発
展
を
望
み
た
い
．
爪
石
忠
男
〉

：⑬選考委員
●

: 小石忠男
：〈音楽評論家〉
●

: 出谷啓
：〈音楽評論家〉
●

: 中西弘則
：〈神戸新聞文化部記者〉

天才音楽家の偉業後生に伝える

甲南高等学校
貴志康一記念室

⑤
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
河
口
寵
夫
〈
現
代
美
術
〉

２
山
田
幸
平
〈
作
家
〉

３
横
井
和
子
〈
ピ
ア
ニ
ス
ト
》

４
荒
木
高
子
〈
陶
芸
家
〉

５
多
田
智
満
子
〈
詩
人
〉

６
田
原
宮
子
〈
ピ
ア
ニ
ス
ト
〉

７
昇
外
義
〈
画
家
〉

８
安
水
稔
和
〈
詩
人
〉

９
延
原
武
春
〈
指
揮
者
〉

沌
山
沢
栄
子
〈
写
真
家
〉

洞
神
戸
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

氾
青
木
は
る
み
《
詩
人
〉

杷
今
竹
七
郎
〈
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
〉

哩
菅
沼
潤
〈
演
出
家
〉

拓
宇
江
敏
勝
〈
作
家
〉

帽
光
安
義
光
〈
建
築
家
〉

打
大
前
哲
〈
作
曲
家
〉

把
鈴
木
漠
〈
詩
人
〉

旧
嶋
本
昭
三
〈
前
衛
美
術
）
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洋菓子のメッカ
神戸をアピール

ｉｆ細回井植文化賞~尋iii
1蝶喜一～地域矯動部門～筆

：●選考委員
●

: 小笠原暁
：〈芦屋大学学長〉
｡

: 小室豊允
：〈姫路濁協大学教授〉
｡

: 崎山昌広
：〈神戸市立博物館副館長〉

『
洋
菓
子
天
国
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
展
」
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
を
記
念
し
て
、
大
丸
神
戸
店
で

始
ま
っ
た
催
し
も
今
年
で
９
回
目
。
著
者

で
も
あ
る
村
上
和
子
さ
ん
が
総
合
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
を
つ
と
め
、
毎
年
班
万
人
も
の

集
客
を
誇
る
お
し
ゃ
れ
で
ス
イ
ー
ト
な
神

戸
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
。

開
港
以
来
神
戸
の
地
に
育
ま
れ
て
き
た

ハ
イ
カ
ラ
神
戸
の
洋
菓
子
文
化
と
そ
の
魅

力
を
多
面
的
に
紹
介
し
、
洋
菓
子
を
《
神

戸
ら
し
さ
》
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
全
国

的
に
も
ア
ピ
ー
ル
。
職
人
達
の
交
流
、
技

術
研
磨
、
女
性
菓
子
職
人
の
進
出
の
場
と

な
る
。
特
に
昨
年
は
震
災
で
破
壊
さ
れ
た

神
戸
の
街
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
ど
の
業

界
よ
り
も
速
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
洋
菓
子

業
界
の
復
興
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
な

ど
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
成
し
得
た
功
績
は

多
大
な
も
の
が
あ
る
。
〈
小
笠
原
暁
〉

洋菓子ＫＯＢＥ展

４
１
３
１

画
選
考
経
過

震
災
後
の
様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
や

長
年
活
躍
を
続
け
て
き
た
団
体
に
注
目
が

集
ま
っ
た
。

尼
崎
の
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
館
長
の
山

根
淑
子
さ
ん
、
谷
崎
潤
一
郎
旧
邸
の
復
元

活
動
を
し
て
い
る
鎖
潤
閣
復
元
準
備
室
、

被
災
地
に
心
の
や
す
ら
ぎ
を
与
え
、
神
戸

の
芸
術
復
興
を
呼
び
か
け
た
ア
ー
ド
・
エ

イ
ド
神
戸
、
姫
路
文
学
館
の
橘
川
真
一
さ

ん
、
３
年
後
で
返
還
血
周
年
に
な
る
旧
居

留
地
協
議
会
、
障
害
者
の
福
祉
活
動
が
釦

周
年
に
な
る
氷
上
連
合
婦
人
会
、
無
数
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
し
た
阪
神
大
震
災
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
救

援
連
絡
会
議
な
ど
が
推
薦
さ
れ
る
中
、
多

数
の
洋
菓
子
店
が
あ
る
神
戸
ら
し
く
、
震

災
後
の
神
戸
に
夢
と
元
気
を
与
え
た
洋
菓

子
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
展
に
全
員
一
致
で
決
定
し
た
。

、
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
城
崎
郡
日
高
町

２
明
石
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

３
｜
宮
町
文
化
侭
会

４
尼
崎
郷
土
史
研
究
会

５
尻
池
南
部
地
区
自
治
連
合
協
読
会

６
月
刊
神
戸
っ
子

７
明
延
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
会

８
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

９
丸
山
地
区
住
民
自
治
協
議
会

他
ア
ン
ド
レ
・
プ
リ
ュ
ー
ネ

洲
神
戸
新
聞
文
化
セ
ン
タ
ー

旭
尼
崎
市
演
劇
連
絡
協
誇
会

偲
ブ
ナ
を
植
え
る
会

撚
松
島
輿
治
郎

幅
山
村
留
学
制
度

怜
山
村
硝
子
株
式
会
社

源
（
社
）
淡
路
青
年
会
議
所

旧
保
健
医
振
福
祉
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
開
発
検
討
委
員
会

相
情
報
セ
ン
タ
ー
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「
共
に
生
き
る
暮
ら
し
を
め
ざ
し
て
」

の
理
念
の
も
と
に
、
市
民
が
助
け
合
い
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く

り
の
た
め
に
我
が
国
初
の
住
民
参
加
型
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動

を
始
め
て
か
ら
今
年
で
巧
年
め
を
迎
え

た
。
高
齢
者
、
ハ
ン
デ
ィ
を
も
つ
人
た
ち
、

子
育
て
支
援
世
帯
な
ど
を
対
象
に
家
事
援

助
と
介
護
を
行
な
う
の
が
活
動
の
中
心
。

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
五
六
○
名
で
主
婦

が
中
心
。
市
民
の
利
用
料
は
一
時
間
六
百

円
。
昨
年
度
の
活
動
時
間
は
三
六
六
○
○

時
間
で
全
国
で
ト
ッ
プ
。
住
民
参
加
型
在

宅
福
祉
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
先
駆
的
役

割
を
果
た
し
、
今
で
は
全
国
に
同
種
の
団

体
が
七
百
を
越
え
、
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
今
後
は
新
し
い
方
向
と
し
て
在
宅
ホ

ス
ピ
ス
活
動
を
計
画
中
で
注
目
さ
れ
て
い

る
。
〈
橋
本
明
〉

ii声第20回井植文化賞~書ｉｉ
聖～社会福祉部門～聖

：●選考委員
●

: 津田元
：〈神戸新聞朴諸説顧問＞
●

: 野上文夫
：〈神戸市看護大学教授〉
●

: 橋本明
：〈家庭泰講停准協会事務局長＞

住民参加型在宅福祉
の先駆的役割を果たす

神戸ライフ・ケアー協会

１
３５

１

④
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
福
来
四
郎

２
小
畑
延
子

３
神
戸
市
立
友
生
養
護
学
校

４
春
本
幸
子

５
斎
永
繁
男

６
神
戸
大
学
看
誼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７
米
田
寛
子

８
神
戸
東
部
地
域
入
浴
サ
ー
ビ
ス
実
施
委
員
会

９
涌
井
安
太
郎

拘
山
本
博
繁

柿
エ
リ
ア
会
Ｏ
Ｈ
Ｐ
こ
う
べ

恒
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

掴
兵
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

料
神
戸
い
の
ち
の
電
話

幅
賀
川
記
念
館

帽
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

打
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
在
宅
ケ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ほ
ほ
え
み

把
楢
崎
茂
登
子

伯
楽
団
あ
ぶ
あ
ぷ
あ

■
選
考
経
過

地
域
に
密
着
し
た
活
動
が
次
々
に
挙

げ
ら
れ
て
い
く
。
１
３
０
万
人
の
組
合

員
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
を

実
践
し
て
き
た
コ
ー
プ
こ
う
べ
・
大
人

の
重
症
心
身
障
害
者
を
介
護
す
る
青
葉

園
も
見
習
う
べ
き
モ
デ
ル
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
長
田
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
中

辻
直
行
は
、
仮
設
住
宅
の
支
援
活
動
を

継
続
的
に
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。
知
的

障
害
を
も
つ
人
た
ち
の
感
性
を
手
織
物

の
指
導
を
通
じ
て
育
て
て
い
る
鈴
木
都

の
活
動
も
見
逃
せ
な
い
。

最
終
的
に
、
訪
問
活
動
を
は
じ
め
有

償
で
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
っ

て
き
た
神
戸
ラ
イ
フ
ケ
ア
ー
協
会
の
、

高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
先
駆
的
な
活
動

が
高
い
評
価
を
得
た
。
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関西バングラデシュ。
プロジェクト

６
１
３
１

国
選
考
経
過

様
々
な
団
体
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
な

か
、
今
部
門
で
は
特
に
、
地
道
に
長
い
時

間
を
か
け
て
十
年
以
上
の
活
動
を
続
け
て

い
る
グ
ル
ー
プ
も
し
く
は
個
人
に
的
を
絞

り
、
選
考
が
始
ま
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
日
本
語
補
助
教
員
の
現
地
派
遣
な
ど

に
力
を
注
い
で
い
る
古
津
峯
子
、
日
中
の

友
好
を
式
旨
ｂ
に
深
め
よ
う
と
意
欲
的
に
活

動
を
続
け
て
い
る
移
情
閣
（
孫
中
山
記
念

館
友
の
会
）
、
ま
た
公
開
講
座
な
ど
に
よ

り
ア
ジ
ア
へ
の
理
解
を
深
め
る
学
際
的
で

マ
ー
ジ
ナ
ル
な
活
動
が
特
徴
的
な
汎
太
平

洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
そ
し
て
、
留
学
生
の
生

活
保
全
に
努
め
る
全
国
に
な
い
ユ
ニ
ー
ク

な
人
材
、
千
趣
会
会
長
が
設
立
し
た
千
趣

留
学
奨
学
財
団
な
ど
が
候
補
に
挙
げ
ら
れ

た
が
、
今
回
は
昨
年
度
候
補
で
も
あ
る
、

体
験
を
共
有
し
あ
い
な
が
ら
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
る
関
西
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
決
定
し
た
。

ｉｆ第20回井樋文化賞一書iii
堤～国際交流識門～一室# 1１

：③選考委員
｡

: 新野幸次郎
：〈神戸大学名誉教授〉
■

; 宇都宮浩
：〈兵庫県企画部参事＞
; 住野和子
：〈神戸YM C Aクロスカルチュラルセ
：ンタープログラムディレクター〉

手作りの体験共有を通して異文化交流
を深める真のボランティアグループ

子供たちのための宿舎は教室としても使われている

⑤
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
加
藤
一
郎
〈
神
戸
日
独
協
会
名
誉
会
長
・
神
戸
大
学
名

誉
教
授
〉

２
神
戸
日
本
チ
リ
協
会

３
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
／

留
学
生
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

４
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ

５
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
協
会

６
神
戸
ブ
ー
タ
ン
友
好
憾
会

７
海
星
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ

８
桑
原
泰
業
〈
関
西
日
印
文
化
協
会
会
長
〉

９
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
Ｆ
Ｍ
わ
い
わ
い

一
九
八
五
年
、
英
文
月
刊
情
報
誌
「
Ｋ
Ａ

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
」
の
読
者
の

基
金
を
も
と
に
、
一
人
の
英
国
人
が
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
ベ
タ
ギ
村
の
孤
児
院
を
訪
れ
、

そ
の
体
験
談
の
報
告
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し

た
の
が
「
関
西
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
。
日
本
人
の
ほ
か
英
国
人
、
米
人
、

ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
な
ど
マ
ル

テ
ィ
カ
ル
チ
ュ
ア
の
会
員
五
○
名
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
雨
期
に
な
る
と
洪

水
の
た
め
何
万
人
も
の
犠
牲
者
が
出
る
。
孤

児
と
な
っ
た
多
く
の
子
供
は
栄
養
不
良
の
た

め
生
き
残
る
の
が
困
難
な
状
態
、
し
か
も
貧

困
の
た
め
識
字
率
は
二
十
五
％
、
女
子
に
な

る
と
十
五
％
に
も
満
た
な
い
と
い
う
現
状
だ
。

一
九
八
八
年
、
会
員
十
一
名
が
現
地
の
人

た
ち
と
共
に
基
礎
工
事
を
行
な
い
子
供
た
ち

の
た
め
の
宿
舎
を
建
設
し
た
が
、
こ
の
秋
に

は
女
子
の
た
め
の
宿
舎
建
設
を
計
画
し
て
い

る
。

〈
住
野
和
子
〉レンガやコンクリートを手から手へ。宿舎基礎工事に会員も参加した
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『いのち結んで｣鱗騨ｵｶ雌~の
(神戸新聞総合出版センター刊）継野鰯総, i i , ､眠糠篭退謹…,

3７

⑭
受
賞
者
メ
モ
リ
ア
ル

ー
「
あ
な
た
の
愛
の
手
を
」

２
神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会

３
兵
庫
県
学
校
厚
生
会
／
落
合
重
信

４
サ
ン
テ
レ
ピ
ー
訪
ね
て
み
た
い
兵
庫
の
手
づ
く
且
春
木
一
夫

５
「
兵
庫
探
検
』
「
兵
庫
史
を
歩
く
」

６
「
兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
ラ
ジ
オ
訓
座
」

「
神
戸
の
中
堅
１
５
０
社
」

７
神
戸
新
聞
淡
路
総
局
「
淡
路
祭
事
配
」

８
『
神
戸
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

「
天
津
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

９
神
栄
遇
郷

旧
「
私
た
ち
の
昭
和
史
」

洞
「
パ
ル
モ
ア
病
院
日
記
」

ス
タ
ジ
オ
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
ホ
ッ
ト
に
語
ろ
う
Ｉ

狸
「
収
録
港
湾
労
働
神
戸
港
」

掴
「
ひ
ょ
う
ご
経
済
人
１
０
０
人
」

掴
「
火
轄
の
海
」
「
メ
ダ
ル
は
笑
顔
に
輝
い
た
」

幅
神
戸
新
聞
「
ゴ
ミ
問
題
取
材
班
」

幅
「
兵
庫
史
を
歩
く
」

汀
「
播
磨
学
調
座
全
四
巻
」

旭
コ
ウ
ベ
・
ド
ラ
マ
８

鱒
神
戸
新
聞
コ
ラ
ム
「
正
平
調
」

被災放送局A Ｍ神戸の活動を記録；･ 選考委員
：宮本和
：〈ラジオ関西社長〉

『いのち結んで』：三木康弘
ｉ<神戸新聞論説顧問》

三条杜夫捕K 鵬周属長，
気
づ
け
た
。

「
い
の
ち
結
ん
で
ｌ
そ
の
時
、
被
災
放

送
局
Ａ
Ｍ
神
戸
は
」
は
、
作
家
の
三
条
杜

夫
氏
が
、
発
生
の
瞬
間
か
ら
連
続
六
十
九

時
間
に
わ
た
っ
た
「
震
災
特
別
報
道
」
を

中
心
に
、
そ
の
活
動
を
克
明
に
記
録
し
た

本
だ
。
Ａ
Ｍ
神
戸
の
個
性
あ
る
放
送
人
た

ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
極
限
状
態
で
、
ど
の

よ
う
に
報
道
活
動
に
集
中
し
て
い
っ
た

か
。
そ
の
放
送
魂
と
勇
気
、
ラ
ジ
オ
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
迫
力
が
す
ご
い
。
そ
の
ま

ま
震
災
の
街
々
の
凄
惨
か
つ
貴
重
な
記
録

と
も
な
っ
た
。
〈
三
木
康
弘
〉

大
震
災
の
発
生
当
初
、
被
災
地
が
最
も

頼
っ
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
。

と
く
に
神
戸
の
須
磨
区
に
あ
っ
て
社
屋
を

破
壊
さ
れ
な
が
ら
、
生
き
残
っ
た
ス
タ
ジ

オ
を
拠
点
に
、
霞
災
情
報
を
発
信
し
続
け

た
「
Ａ
Ｍ
神
戸
・
ラ
ジ
オ
関
西
」
の
電
波

は
、
瓦
喋
の
中
の
人
々
を
傾
聴
さ
せ
、
勇

国
選
考
経
過

出
版
で
は
、
詩
集
「
阪
神
大
震
災
・
第

二
集
」
（
ア
ー
ト
エ
イ
ド
神
戸
）
、
句
集

「
即
興
の
山
」
（
和
田
悟
郎
）
、
「
神
戸
ハ
イ

カ
ラ
文
化
の
伝
統
」
（
阪
神
淡
路
産
業
復

興
推
進
機
椛
）
な
ど
の
名
が
挙
が
っ
た
ほ

か
、
「
日
本
出
土
銭
総
覧
」
（
永
井
久
美
男
）

の
地
道
な
調
査
活
動
が
評
価
さ
れ
た
。

報
道
で
は
、
近
畿
エ
リ
ア
に
放
送
さ
れ

て
い
る
「
が
ん
ば
る
や
阪
神
淡
路
」
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
）
な
ど
が
、
被
災
者
を
激
励

し
て
い
る
と
し
て
注
目
さ
れ
、
引
き
続
い

て
の
放
送
が
期
待
さ
れ
た
。

昨
年
、
被
災
し
な
が
ら
も
震
災
報
道
を

続
け
た
Ａ
Ｍ
神
戸
に
対
す
る
評
価
も
高

く
、
地
震
発
生
時
か
ら
の
活
動
を
克
明
に

記
録
し
た
「
い
の
ち
結
ん
で
」
（
三
条
杜

夫
）
の
受
賞
が
決
ま
っ
た
。
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肥
、
回
＆

聖
瑠
悶
韓

( あさい。のぷお）1 9 3 5 年新潟県生まれ。東京外大卒。読売
新聞ワシントン支局長など海外勤務十年以上。米国ジョージ
タウン大客員研究員、三菱総合研究所客員研究員などを経て
8 7 年から現職。著書「アメリカ5 0 州を読む地図」「民族世界
地図」ほか。横浜市在住。

驚
脅
|:，

隣§
爵シ

簿
：

浅
井
た
く
さ
ん
の
店
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
神
戸
に
は
ど
う
し
て
大
型
の
書
店
が
育
た
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

エ
藤
ま
ず
地
理
的
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。
細
長
い
ま
ち
は
、
人

の
集
中
度
が
低
く
な
り
ま
す
。
南
半
分
は
海
で
、
人
が
い
な
い
。

東
西
で
も
、
例
え
ば
明
石
か
ら
三
宮
ま
で
は
電
車
で
十
七
分
で
す

が
三
百
七
十
円
か
か
る
。
本
一
冊
買
う
た
め
に
そ
こ
ま
で
し
て
も
、

と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
ね
。

工
藤
恭
孝
余
ン
ユ
ン
ク
堂
雷
店
社
長
》

浅
井
信
雄
《
菩
諭
外
国
謡
大
挙
教
授
》

書
店
の
楽
し
み
、
お
し
ゃ
れ
な
読
書

｜
■
浅
井
信
雄
対
談
シ
リ
ー
ズ
〈
型
〉

〈
ゲ
ス
ト
〉

浅
井
大
阪
に
は
大
型
の
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
集
中
度
が

一
局
い
の
で
し
ょ
う
か
。

工
藤
旭
屋
、
紀
伊
国
屋
な
ど
、
わ
た
く
し
ど
も
よ
り
は
る
か
に

大
き
い
お
店
で
す
。
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
経
営
基
盤
が
し
っ
か
り

し
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
神
戸
は
弱
か
っ
た
。
い
ま
で
こ
そ
利
益

率
は
二
一
％
に
な
り
ま
し
た
が
、
初
め
の
こ
ろ
は
一
八
、
一
九
％

く
ら
い
で
苦
し
か
っ
た
。
書
店
だ
け
や
っ
て
い
た
ら
店
を
広
げ
る

余
裕
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

I●

.,、粋､園一応‘
篭､ “論：薯牌丹

圃３

#鱗Ｉ

鍵綱灘鎮
ｉ’二

鍵

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



( < どう・やすたか）1 9 5 0 年兵庫県生まれ。７２年、立命館大卒。
書籍問屋キクヤ図書入社。父の工藤淳が元町で大同書房を経営。
7 6 年、三宮に新店舗を開店。父の名ジュン・クドウにちなんだ
新店舗ジュンク堂社長。現在、神戸市内に6 店の外､ 京都、芦屋、
明石、姫路、大分、鹿児島、パリに店舗を経営。芦屋市在住。

浅
井
教
育
図
書
の
月
賦
販
売
や
取
り
次
ぎ
の
事
業
も
や
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
の
で
す
ね
。
神
戸
の
人
口
は

大
震
災
で
百
五
十
万
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
春
隈
々

堂
が
進
出
し
て
き
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
ま
だ
有
望
だ
と

見
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ほ
か
の
地
方
都
市
の
状
況
は
い
か

が
で
す
か
。

工
藤
横
浜
の
有
隣
堂
が
東
京
勢
に
対
抗
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
全
国
的
に
中
央
か
ら
の
大
型
店
出
店
攻
勢

は
厳
し
い
で
す
ね
。

浅
井
ジ
ュ
ン
ク
堂
さ
ん
は
そ
こ
を
う
ま
く
や
っ
て
こ
ら
れ
た
。

工
藤
い
え
い
え
、
た
い
し
た
店
で
は
な
い
と
お
目
こ
ぼ
し
に
あ

ず
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

浅
井
神
戸
の
住
民
に
地
元
の
店
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
気
持

ち
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

工
藤
震
災
後
は
特
に
強
い
で
す
ね
。
た
だ
、
逆
の
こ
と
に
な
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
神
戸
と
比
べ
て
京
都
の
店
で
は
専
門
書
が

よ
く
売
れ
ま
す
。
う
ち
の
京
都
店
で
は
、
三
宮
店
の
一
・
五
倍
の

の
専
門
害
が
売
れ
て
い
ま
す
。

浅
井
京
都
の
人
は
神
戸
の
一
・
五
倍
も
勉
強
す
る
の
で
し
ょ
う

か
（
笑
い
）

工
藤
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
い
）
。
た
だ
言
え
る
の
は
、

京
都
は
戦
災
で
焼
け
な
か
っ
た
。
そ
の
分
、
生
活
費
に
占
め
る
住

宅
費
の
割
合
が
低
い
。
本
に
回
せ
る
余
裕
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
ま
す
。
神
戸
は
、
大
震
災
で
こ
れ
か
ら
住
宅
費
の

割
合
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
ね
。
本
屋
に
と
っ
て
は
ま
す
ま
す

難
し
い
時
代
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
井
神
戸
は
ぜ
い
た
く
な
暮
ら
し
を
求
め
る
面
も
あ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
お
し
ゃ
れ
の
セ
ン
ス
を
磨
き
、
お
い
し
い
ケ
ー
キ

を
見
つ
け
る
こ
と
に
暮
ら
し
の
意
義
を
感
じ
て
い
る
。
本
の
方
へ

お
金
が
行
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

工
藤
セ
ン
タ
ー
街
の
店
で
見
て
い
る
と
、
セ
ン
タ
ー
街
に
ふ
さ

わ
し
い
、
お
し
ゃ
れ
だ
な
、
と
思
う
女
性
は
、
ま
ず
う
ち
の
店
に

入
っ
て
こ
な
い
（
笑
い
）
・

浅
井
本
を
読
む
こ
と
は
自
分
の
内
面
を
見
つ
め
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
個
人
の
、
孤
独
な
作
業
と
も
言
え
ま
す
。
や
や
暗
い
仕

事
で
、
開
放
的
と
は
言
え
な
い
。
ど
う
も
、
神
戸
の
人
に
は
似
合3９
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浅
井
店
員
さ
ん
は
一
種
の
接
客
業
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
ね
。
探
し
て
い
る
本
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
す
ぐ
見
つ
け
て
く
れ

る
店
員
さ
ん
が
い
る
と
、
店
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
な
る
。
い
つ
ま

で
も
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
店
員
さ
ん
に
は
「
い
い
か
ら
自
分
で
探

す
」
と
言
い
た
く
な
る
。
理
想
的
な
書
店
の
店
員
と
は
ど
ん
な
タ

イ
プ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

工
藤
本
屋
の
特
徴
は
、
お
客
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
専
門
を

も
っ
て
い
る
人
で
、
店
員
よ
り
知
識
が
あ
る
。
他
の
業
種
で
は
、

店
の
方
が
お
客
さ
ん
に
勝
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
書
店

で
は
、
お
客
さ
ん
の
方
が
本
の
中
身
に
つ
い
て
詳
し
い
。
な
か
な

か
勝
て
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
建
築
、
法
律
、
宗
教
な
ど
ジ
ャ
ン

ル
ご
と
に
張
り
付
い
て
覚
え
る
、
そ
う
い
う
職
人
を
育
て
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
三
、
四
年
経
つ
と
、
大
学
の
先
生
が
来
ら
れ
て

も
返
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
書
名
を
聞
い
た
だ
け
で
著
者
名

わ
な
い
こ
と
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

工
藤
そ
れ
と
、
高
い
本
よ
り
安
い
文
庫
本
を
選
ぶ
。

浅
井
着
る
も
の
に
は
パ
ッ
と
お
金
を
使
う
が
、
本
は
文
庫
本
で

間
に
合
わ
せ
る
。
こ
う
い
う
の
を
神
戸
で
は
「
お
し
ゃ
れ
ケ
チ
」

と
い
う
そ
う
で
す
が
…
。
マ
ン
ガ
専
門
店
も
出
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
ね
。

工
藤
え
え
、
や
む
を
得
ず
や
っ
て
い
る
と
い
う
か
た
ち
で
す
。

あ
ま
り
ジ
ュ
ン
ク
堂
と
い
う
名
前
は
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

の
で
す
。
マ
ン
ガ
は
活
字
メ
デ
ィ
ア
と
は
ち
が
い
ま
す
か
ら
ね
。

浅
井
大
型
店
ば
や
り
で
す
が
、
小
さ
く
て
も
専
門
化
さ
れ
た
個

性
あ
る
店
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

工
藤
総
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
神
戸
は
小
さ
い
の
で
、
経
営
的
に
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

浅
井
ア
メ
リ
カ
で
は
人
が
ま
ば
ら
な
地
域
で
も
、
例
え
ば
環
境

に
関
す
る
本
と
グ
ッ
ズ
だ
け
を
売
っ
て
い
る
小
さ
な
店
が
あ
り
ま

す
。
ミ
ス
テ
リ
ー
な
ら
何
で
も
あ
る
店
は
、
薄
暗
く
て
、
葉
巻
の

香
り
が
す
る
よ
う
な
こ
っ
た
作
り
で
、
そ
ん
な
店
が
繁
盛
し
て
い

る
。工

藤
日
本
は
全
国
ど
こ
も
土
地
も
家
賃
も
高
い
。
利
益
率
二

一
％
の
う
ち
七
％
か
ら
五
％
は
家
賃
の
支
払
い
に
な
る
。
自
分
の

典雲

浅井信雄さん

１
㈹
１

土
地
で
あ
っ
て
も
固
定
資
産
税
が
か
か
る
。
店
を
や
っ
て
い
る
と

固
定
資
産
の
評
価
が
ま
す
ま
す
高
く
な
る
。
人
件
費
も
一
○
％
強

は
か
か
る
。
本
屋
と
い
う
の
は
売
れ
な
い
本
を
た
く
さ
ん
長
く
抱

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
音
楽
書
、
料
理
書
な
ど
回
転
が

悪
い
。
児
童
書
も
、
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
支

え
て
く
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
い
い
の
で
す
が
、
こ
れ
も
余
り
売
れ

ま
せ
ん
。

浅
井
神
戸
に
は
個
性
的
な
人
が
多
い
か
ら
、
専
門
的
な
ニ
ー
ズ

は
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
難
し
い
も
の
で
す
ね
。

工
藤
神
戸
に
は
児
童
書
の
専
門
店
が
何
粁
か
あ
り
ま
し
た
が
や

っ
て
い
け
て
る
の
は
本
山
の
ひ
つ
じ
書
房
だ
け
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
わ
た
し
ど
も
の
サ
ン
パ
ル
の
店
に
は
か
な
り
広
い
ス
ペ
ー
ス

を
児
童
書
に
当
て
て
い
ま
す
が
、
家
賃
分
も
出
な
い
状
態
で
す
。

専
門
の
本
は
地
方
で
は
採
算
が
取
れ
ま
せ
ん
。

☆
書
店
員
に
も
接
客
サ
ー
ビ
ス
業
の
苦
労
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が
す
ら
す
ら
出
て
来
て
「
そ
の
本
な
ら
さ
っ
き
売
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
」
な
ど
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
実
は
、
売
れ
な
い
の
で
返
品

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
（
笑
い
）
。
「
何
年
に
出
た
本
で
す
ね
。

す
ぐ
取
り
寄
せ
ま
す
」
と
い
う
応
対
が
で
き
る
と
、
先
生
も
信
用

し
て
「
じ
ゃ
あ
待
っ
て
い
る
か
ら
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

浅
井
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
か
。
こ
れ
か
ら
は
警
戒
し
て
本
屋
さ

ん
に
行
き
ま
し
ょ
う
（
笑
い
）
。
ま
さ
に
接
客
業
で
す
ね
。

工
藤
ウ
ソ
を
つ
け
と
教
育
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
専
門
分
野
の
中
身
で
は
お
客
さ
ん
に
勝
て
な
い
。
だ
か
ら
、

本
の
名
前
、
著
者
、
概
要
、
出
版
社
の
名
前
、
発
行
年
度
な
ど
の

知
識
を
豊
富
に
持
っ
て
、
そ
れ
で
お
客
さ
ん
の
役
に
立
と
う
と
い

う
の
が
書
店
員
の
プ
ラ
イ
ド
で
す
。

浅
井
ア
メ
リ
カ
で
は
検
索
シ
ス
テ
ム
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
て

即
座
に
探
し
出
し
て
く
れ
ま
す
。
絶
版
に
な
っ
た
本
で
も
、
古
本

屋
に
行
け
ば
古
本
屋
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
一
カ
月
後
に

「
見
つ
か
っ
た
よ
」
と
電
話
を
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
感
激
し

ま
し
た
。

工
藤
日
本
で
も
古
本
屋
さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
あ
り
ま
す
。

リ
ス
ト
を
回
し
て
探
し
て
く
れ
ま
す
．
違
う
の
は
、
古
本
屋
さ
ん

は
希
少
本
で
な
い
と
商
売
が
成
り
立
た
な
い
。
で
す
か
ら
そ
の
リ工藤恭孝さん

ス
ト
に
載
っ
て
い
る
本
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
新
刊
本
の
検
索
シ

ス
テ
ム
も
ア
メ
リ
カ
よ
り
か
な
り
遅
れ
て
い
る
。

浅
井
ア
メ
リ
カ
で
は
知
的
所
有
権
と
い
う
考
え
方
が
早
く
か
ら

確
立
し
、
だ
れ
が
ど
ん
な
本
を
書
い
て
い
る
か
が
す
ぐ
分
か
る
シ

ス
テ
ム
が
作
ら
れ
た
。
日
本
で
は
、
本
の
コ
ピ
ー
が
平
気
で
行
わ

れ
る
。
た
く
さ
ん
コ
ピ
ー
し
て
売
っ
た
り
も
し
て
い
る
。
多
く
の

大
学
の
図
書
館
は
コ
ピ
ー
は
一
部
だ
け
と
い
う
制
限
を
つ
け
て
い

ま
す
が
、
一
般
的
に
は
い
い
か
げ
ん
に
な
っ
て
い
る
。
わ
た
し
が

外
国
で
苦
労
し
て
探
し
て
来
た
本
を
知
人
に
見
せ
る
と
、
ち
ょ
っ

と
コ
ピ
ー
さ
せ
て
く
れ
と
簡
単
に
言
う
。
ア
メ
リ
カ
と
は
こ
の
点

が
大
き
く
違
い
ま
す
。

工
藤
そ
の
差
で
す
ね
。
わ
た
し
ど
も
は
九
四
年
に
新
し
い
読
み

取
り
レ
ジ
を
大
型
店
に
置
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
小
さ
い

店
舗
用
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
し
か
業
界
に
は
な
か
っ
た
。
コ
ー
ド
の
様

式
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
一
つ
の
読
み
取
り
機
に
一
つ
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ

レ
ジ
が
い
る
。
全
部
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
と
カ
ウ
ン
タ
ー
が
機

械
だ
ら
け
に
な
る
。
そ
れ
を
何
と
か
し
よ
う
と
、
当
社
が
業
界
で

初
め
て
開
発
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
サ
ン
パ
ル
の
店
で
は
読

み
取
れ
な
い
本
が
一
五
％
あ
る
。
一
○
年
以
上
前
に
発
行
さ
れ
た

本
に
は
コ
ー
ド
が
付
い
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
コ
ー
ド
が
つ
い
て

い
て
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
な
い
も
の
が
一
○
％
近
く
あ
り
、
書
名

が
出
て
こ
な
い
。
書
籍
の
検
索
は
な
か
な
か
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ

け
ま
せ
ん
。

浅
井
読
書
の
傾
向
は
、
国
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
国

内
で
も
地
方
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。

工
藤
そ
れ
が
余
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
均
一
化
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
新
刊
書
が
出
回
る
時
間
差
は
あ
り
ま
す
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
も
、
東
京
か
ら
一
週
間
遅
れ
て
神
戸
で
売
れ
始

☆
プ
ロ
の
万
引
き
と
火
花
散
る
駆
け
引
き

１
４１

１
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浅
井
本
の
並
べ
方
は
季
節
に
よ
っ
て
変
え
る
の
で
す
か
。

工
藤
学
習
参
考
書
の
場
合
は
時
期
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
新
学
期
の
厚
も
の
と
い
い
ま
す
が
、
一
年
間
の
参
考
書
、
夏

休
み
ご
ろ
の
傾
向
と
対
策
も
の
、
冬
の
願
書
、
直
前
の
薄
も
の
、

そ
ん
な
ふ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
登
山
や
ス
キ
ー
な
ど
季
節
も
の
も

配
置
が
変
わ
り
ま
す
。

浅
井
読
書
の
秋
と
い
い
ま
す
が
、
秋
は
や
は
り
よ
く
売
れ
ま
す

か
。工

藤
い
や
、
読
書
週
間
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ
は
売

れ
な
い
時
期
だ
か
ら
業
界
が
考
え
出
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
十
月
か
ら
十
一
月
は
端
境
期
で
一
年
で
一
番
売
れ
な
い
時
期

な
ん
で
す
。

浅
井
意
外
な
お
話
で
す
ね
。
夏
は
ど
う
で
す
か
。

ｌ
狸
ｌ

工
藤
仕
方
が
な
い
で
す
ね
。
本
を
傷
め
る
の
は
や
め
て
ほ
し
い

の
で
す
が
。
こ
こ
ま
で
読
ん
だ
、
と
ペ
ー
ジ
を
折
っ
て
ま
た
読
み

に
く
る
（
笑
い
）
そ
ん
な
人
も
い
ま
す
。

浅
井
感
想
も
書
き
付
け
た
り
し
て
（
笑
い
）
・

工
藤
担
当
者
も
よ
く
分
か
っ
て
い
て
、
後
で
折
り
目
を
直
し
た

り
、
消
し
ゴ
ム
で
消
し
て
い
る
…
。

浅
井
翌
日
来
た
ら
、
あ
れ
っ
、
ど
こ
ま
で
読
ん
だ
の
か
分
か
ら

な
く
な
っ
た
…
（
笑
い
）
。
本
を
扱
う
礼
儀
作
法
が
乱
れ
て
き
ま

し
た
ね
。
本
を
ま
た
い
で
は
い
け
な
い
、
印
刷
物
は
踏
ん
で
は
い

け
な
い
と
教
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
し
た
が
。

工
藤
消
費
財
に
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
雑
誌
は
特
に
そ

う
で
す
が
、
文
庫
本
も
消
費
財
の
仲
間
入
り
で
す
ね
。
困
る
の
は

棚
に
戻
さ
な
い
で
放
っ
て
い
く
人
が
多
い
。
ブ
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
で

も
そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
が
、
商
品
を
元
に
戻
さ
な
い
人
が
半
分
位

は
い
る
。
店
員
の
仕
事
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
後
始
末
で
す
。

☆
売
れ
行
き
落
ち
る
読
書
の
秋

め
、
鹿
児
島
で
は
も
う
一
週
間
遅
れ
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。

浅
井
テ
レ
ビ
の
番
組
で
言
え
ば
、
東
京
は
報
道
情
報
系
の
も
の

が
多
く
、
関
西
で
は
娯
楽
系
が
多
い
。
そ
う
い
う
傾
向
が
読
書
に

も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
が
。

工
藤
そ
れ
は
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。
地
域
差
と
い
う
よ
り
、
社
会

的
な
層
の
差
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
東
京
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
上
司

に
「
こ
の
本
読
ん
だ
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
る
ら
し
い
。
新
刊
害
に

目
を
通
し
て
お
か
な
け
れ
ば
つ
い
て
い
け
な
い
と
い
う
空
気
が
あ

り
ま
す
。
大
阪
で
は
、
家
に
帰
っ
て
ま
で
何
で
商
売
の
本
を
読
ま

な
あ
か
ん
の
や
、
と
い
う
気
分
で
す
か
ら
。
で
も
、
銀
行
、
官
庁

に
勤
め
て
い
る
人
は
新
刊
書
を
割
合
よ
く
読
ま
れ
ま
す
。

浅
井
本
屋
さ
ん
に
は
万
引
き
が
付
き
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
多

い
で
す
か
。

工
藤
多
い
で
す
ね
え
。
神
戸
の
わ
た
し
ど
も
の
店
に
は
二
、
三

人
の
私
服
の
警
備
員
を
置
い
て
い
る
の
で
す
が
、
毎
日
何
人
か
を

捕
ま
え
て
い
る
。
老
若
男
女
問
わ
ず
で
す
。
決
算
で
見
る
と
、
定

価
の
一
％
く
ら
い
の
誤
差
が
出
る
。
一
％
と
い
う
と
少
な
い
よ
う

で
す
が
、
本
の
冊
数
に
す
る
と
結
構
多
い
。
こ
れ
も
地
域
性
が
あ

っ
て
、
地
方
都
市
に
行
く
と
少
な
い
。
顔
見
知
り
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
換
金
で
き
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
万
引
き
の
プ
ロ
も
い
ま
し
て
、
警
備
員
と
顔
を

合
わ
す
と
あ
い
さ
つ
し
た
り
す
る
。
そ
れ
で
も
す
き
を
ね
ら
っ
て

く
る
。
す
ご
い
駆
け
引
き
で
す
（
笑
い
）
。

浅
井
本
が
盗
ま
れ
る
と
い
う
の
は
寂
し
い
話
で
す
。
読
み
た
く

て
万
引
き
す
る
、
こ
れ
も
寂
し
い
こ
と
で
す
。

工
藤
お
金
が
足
り
な
く
て
ど
う
し
て
も
ほ
し
い
本
が
買
え
な
か

っ
た
の
で
、
と
聞
く
と
持
っ
て
帰
り
な
さ
い
と
言
い
た
く
な
る
こ

と
も
あ
る
。
留
学
生
で
研
究
害
が
買
え
な
い
と
い
う
事
情
は
よ
く

あ
り
ま
す
。

浅
井
立
ち
読
み
も
よ
く
見
か
け
ま
す
が
注
意
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か
。
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１
４３

１

工
藤
児
童
書
や
旅
行
書
な
ど
が
売
れ
ま
す
。
受
験
生
に
と
っ
て

は
書
き
入
れ
時
な
の
で
学
習
参
考
書
も
結
榊
出
ま
す
。

浅
井
最
近
は
カ
ル
チ
ャ
ー
、
軽
い
方
の
軽
チ
ャ
ー
で
す
が
、
そ

れ
が
終
わ
っ
て
、
読
む
の
に
時
間
が
か
か
る
重
い
本
が
売
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
す
が
…
。

工
藤
哲
学
関
係
の
本
で
す
ね
。
『
ソ
フ
ィ
ー
の
世
界
』
が
な
ん

で
あ
ん
な
に
売
れ
た
の
か
。
二
千
五
百
円
も
す
る
の
に
売
れ
て
い

る
。
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

本の楽しみ、書店の苦労を語る工藤さん、浅井さん

で
は
こ
ん
な
に
（
両
手
を
広
げ
て
）
出
ま
し
た
。
一
周
年
の
こ
ろ

は
、
世
話
に
な
っ
た
人
に
お
返
し
の
品
と
し
て
た
く
さ
ん
買
わ
れ

る
人
が
あ
り
ま
し
た
。

浅
井
一
周
年
に
は
写
真
集
な
ど
が
い
ろ
い
ろ
発
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
見
た
い
が
半
分
、
見
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
半
分
あ
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
つ
ら
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

工
藤
孫
の
代
に
残
し
て
お
く
の
だ
と
い
う
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

浅
井
学
生
の
就
職
の
こ
と
で
一
つ
。
本
が
好
き
だ
か
ら
書
店
に

向
く
と
言
う
わ
け
で
も
な
い
で
し
ょ
う
が
、
本
が
好
き
だ
と
い
う

こ
と
は
必
要
条
件
で
し
ょ
う
か
。

工
藤
わ
た
し
ど
も
の
会
社
訪
問
に
来
る
学
生
は
放
っ
て
お
い
た

ら
数
千
人
に
な
る
。
今
年
は
六
月
で
四
千
人
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

締
め
切
り
ま
し
た
。
み
ん
な
本
が
好
き
だ
と
い
う
学
生
で
す
が
、

わ
た
し
ど
も
の
規
模
で
は
採
用
で
き
る
の
は
数
人
程
度
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
本
当
は
、
本
は
嫌
い
だ
、
音
楽
や
陶
芸
が
好
き
だ
と

い
う
学
生
も
来
て
ほ
し
い
の
で
す
が
。

浅
井
希
望
者
の
数
は
す
ご
い
で
す
ね
。
し
か
し
書
店
に
勤
め
た

ら
本
が
自
由
に
読
め
る
わ
け
で
は
な
い
。

工
藤
そ
う
で
す
。
本
が
好
き
な
ら
別
の
仕
事
に
つ
い
て
月
給
を

た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
買
っ
て
読
ん
で
ほ
し
い
（
笑
い
）
、
そ
う
言

っ
て
い
る
の
で
す
。
本
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
が
幸
せ
だ
、
と
い
う

学
生
も
い
ま
す
が
、
店
で
幸
せ
そ
う
に
ボ
ー
ッ
と
な
っ
て
い
て
も

ら
わ
れ
て
は
困
る
。

浅
井
書
店
に
勤
め
な
が
ら
作
家
に
な
っ
た
人
は
多
い
で
す
ね
。

林
真
理
子
、
出
久
根
達
郎
な
ど
。
仕
事
そ
っ
ち
の
け
で
本
を
読
ん

で
勉
強
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

工
藤
わ
た
し
ど
も
の
店
で
も
自
分
で
作
品
を
出
版
し
た
社
員
が

五
、
六
人
い
ま
す
。
書
く
こ
と
が
本
業
に
な
っ
て
退
職
し
た
も
の

も
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
い
る
と
、
本
屋
の
楽
し
さ
は
ま
た
そ
れ

な
り
に
あ
り
ま
す
ね
。
〈
七
月
九
日
、
北
野
坂
に
し
む
ら
卵
排
店
で
〉

浅
井
バ
ブ
ル
が
終
わ
っ
て
、
ま
じ
め
で
手
が
た
い
も
の
が
見
直

さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

工
藤
教
養
の
ハ
ウ
ツ
ー
も
の
な
の
で
す
ね
。
で
も
み
な
最
後
ま

で
読
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

浅
井
震
災
の
本
は
ど
う
で
す
か
。

工
藤
一
年
ま
で
は
よ
く
出
ま
し
た
が
今
は
止
ま
り
ま
し
た
。
京

都
店
で
は
こ
の
く
ら
い
（
片
手
の
指
の
帳
）
位
で
し
た
が
、
神
戸
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蕊

夏期クリニックで熱心にサックスの指導をする
ラリー･ モンロー氏

が非常に賞亜」と。彼の言葉は、コンテン
ポラリーミュージックを目指す若者にとっ
ては魅力的な一言だ。
在学生のうち、1 0 0 0 人は海外留学生。自
分で手を伸ばせばいくらでも賞重な体験を
得ることができ、世界中に友人をもつこと
ができる。

音楽を目標とした２８００人の学生
との体験は素晴らしいこと

世
界
に
は
ば
た
く
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

送
り
だ
す
甲
陽
音
楽
学
院

今、出発点に立つあなたは自らの音楽を

4４

隙得るためにどんな道を選ぶのか
バークリー・インターナショナル・ネットワーク校
甲陽音楽学院/ 学院長菅内孝憲さん

|譲織

ボストンは、学生で溢れかえる活気のあ
る町だ。1 9 4 5 年にバークリー音楽大学が創
立されるまで、アメリカにも正式にジャズ
を勉強するシステムはどこにもなかった。

〒6 5 7 神戸市灘区篠原南町５－４－１
お問い合わせ・資料請求はイイナコウヨー
認謁鎮ルＯ１２０－１１７－５４０

正式なバークリー・インターナショナル・
ネヅトワーク・メンバーとなった。バーク
リー音楽大学の副学長、ゲイリー・バート
ン氏は「音楽教育のシステムと理念が似て
いる甲陽音楽学院とネットワーク校のシス
テムを組めることは、幸迎なことだ。多く
のＨ本の留学生が有意義にバークリーに留
学できるようにしたい｣ 。その一環として、
来春からバークリーの教授が、在校し直接
指導もしていく。毎年、夏にはバークリー
音楽大学の教授によるギター、サックス、
ドラムのクリニックがあり、留学のための
税明会も行われている。また、甲陽音楽学
院で行われる奨学金試験に合格すればバー
クリー音楽大学の奨学生として留学できる。

新皿無学金制度採用筏

甲陽音楽学院は、1 9 8 4 年の創立当初から
ジャズトランペッターのタイガー大越氏を
特別顧問に迎え、バークリーの卒業生でも
ある氏との信頼関係によって、1 9 9 5 年の１
月にはバークリー音楽大学の提携校となる
予定だった。代表団が来神する１月1 7 日、
あの大震災に見舞われ校舎は全壊した。し
かし、校舎も徐々に再建。1 9 9 5 年９月から

醸稲傷害薬挙I屍
l-imm･産経推奨校／

バークリー音楽大学と
同じ教育理念をもつ甲陽音楽学院

ギター指導のジム･ ケリー氏とギタークリニックに参
加した学生たち

現在はジャズに止まらず、ロック、フュ
ージョン、レゲエ、コンピューターミュー
ジックなど、さまざまな学科があり、ＰＡ
や音楽ビジネスマネージメント、音楽教育、
セラピーなど新しい分野の教育も活発に行
われている。コンテンポラリーミュージッ
クを学ぶには世界一の規模といえる。
甲陽音楽学院の夏期クリニックで、サッ
クスの指導にあたるラリー・モンロー氏は
｢ バークリーで学ぶことは教師や授業や施
設の充実もさることながら、2 8 0 0 人の音楽
を目標としている人たちとの出会いと体験
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4５

神戸キャリア女' 性インタビュー

｢ 人が大好きだから仕事が大好き」
株式会社オー・グー取締役営業部長
水島恵子さん

☆出会いによってキャリアがスタート

ある出会いが人生を決めてしまうことが
ある。水島さんのキャリアは、当時のワー
ルドグループの人材教育部門にいた瀬尾俊
恵さんとの出会いによってスタートした。
｢ 人と話すのが大好き」という水島さんの
才能は、ここで開花する。いきなり当時の
ブァッションビル．ビブレの中にあるブテ
ィックの店長として店を任されたのだ。就
任１年目の売り上げは前年比７０％。しかし、

患

』
Ｅ

霧蕊糠蕊
鐸騨Ｉ

翌年、なんと2 5 0 ％に。「来店されるお客さ
まの顔を全部覚えたんです。一度だけいら
した方も」と、事も無げに微笑む。「お店
に水島さんのいる日は？」と聞くお客さん
も増え、彼女のファンができた。この実繊
を買われて､ 2 年ﾛ には1 7 店舗を取りまと
めるエリア長に。やがて、ワールドグルー
プの小売り店に対する、店舗指導インスト
ラクターとして、キャリアを積む。

☆プロフェッショナル集団刻一･ グー

ワールドグループの中の人材教育部門が
独立し、小売り業を特化した人材育成を専
門とするプロ集団「オー・グー」が設立さ
れたのが、1 9 9 4 年の1 2 月。お客さまに一番
似合う色を見つけ出すアドバイスをするカ
ラーアナリストや、店舗の購買客を期やす
ための教育イベントを行うスタッフなどで
構成される女性ばかりのプロ集団だ。水島
さんは、小売りの現場から、現場で働くス
タッフをバックアップする管理職となる。
お互いに仕事に妥協しない性格から社長の
瀬尾さんとも、大げんかになったという。
｢ でも、けんかするっていうのは、いいた
い事を言い合える、風通しのいい雰囲気だ
ってことでもあるんです｣ 。外部からの研
修の講師も驚くほど意見交換が活発なオフ
ィスは、溌刺とした雰囲気に満ちている。

☆キャラクターがそのまま社風に

神戸を拠点としているオー・グーの得意
先は、九州から北海道まで全国にちらばっ
ている。この日も東京からの出張から帰っ
てきたばかり。出張も多いし、また一般消
費者向けとしたセミナーなどのイベントも
多数手がけているので多忙を極めている。

ﾖ 畦轄

しかし、仕覗を語る水島さんは終始微笑み
が絶えない。一時の「キャリアウーマン」
といった力の入ったイメージは感じられな
い。柔らかく、ダフな水島さんのキャラク
ターは、そのままオー・グーの社風となっ
ているようだ。

ファッションビジネスを活性化する

好感度開発集団

鉦

株式会社オー.クニ
R E C R U l T K O B E B L D 1 2 F
9 5 E D O M A C H ｢ C H U q K U , K O B E 6 5 0 J A P A N
1程ＬＯ７８"a91-gOHI6F渦ＸｑＯ７８･391-90Kl7
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4７

( 順不同〕

新
神
戸
土
地
株
式
会
社

代
篭
締
役
豊
千
原
政
雄

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
皿
五
－
’
１
三

電
話
（
○
七
八
）
三
七
一
－
》
血
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
・
一
一
七
一
，
‐
六
空
○
○

株
式
会
社
瀬
戸
本
淳
建
築
研
究
室

一
級
建
築
士
事
務
所

代
表
取
締
役
瀬
戸
本
淳

祉
戸
市
中
央
区
北
野
町
二
’
七
１
１
戸
。

電
話
（
○
七
八
）
ユ
ニ
ニ
ー
・
六
六
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
望
・
・
一
ｉ
六
五
六
六

株
式
会
社
ア
ン
ヌ
ー
ヴ
ォ

代
叢
締
役
藍
榎
本
靖
子

神
戸
市
東
灘
区
西
岡
本
七
－
六
Ｉ
・
一

電
話
（
○
七
八
）
四
五
一
－
七
三
○
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
四
通
－
１
六
二
○
九

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
会
社

株
式
会
社
Ｋ
Ｂ
Ｓ
シ
ラ
カ
ワ

代
表
取
締
役
白
川
欽
一

神
戸
市
灘
区
深
田
町
三
‐
，
三
１
－

阻
茜
（
○
七
八
）
八
一
・
‘
‐
四
四
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
八
四
一
、
‐
二
一
六

有
限
会
社
テ
ィ
エ
ス
プ
ラ
ン

本
社
薬
局
朝
霧
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

搾
髪
取
締
役
霜
寄
敏
文

明
石
市
朝
霧
町
壱
二
・
１
一
五
・
・
菩
一

電
認
（
○
七
八
）
九
二
‐
‐
一
五
七
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
九
一
・
・
‐
一
五
七
六

株
式
会
社
ア
イ
ド

〈
初
心
ｗ
迎
脚
マ
イ
ス
タ
ー
‐
〉

代
表
取
締
役
井
上
誠

神
戸
市
束
滋
区
魚
崎
市
町
三
－
一
七
Ｉ
『
二

通
話
（
○
七
八
）
側
五
三
１
．
．
一
三
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
四
五
壱
一
－
一
二
三
六
○

横
山
倉
庫
株
式
会
社

磯
上
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル

聾
取
撤
麓
横
山
吉
雄

神
戸
市
中
央
区
磯
上
述
八
１
．
１
二
九

噸
話
（
○
七
八
）
二
三
・
１
．
五
一
】
・
・
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
二
二
・
－
○
四
九
○

有
占
特
許
事
務
所

所
皐
弁
理
士
角
田
嘉
宏

神
戸
市
叩
央
区
東
可
二
一
一
丁
一
秤
量
管
ル
ー
一
躍

電
話
（
○
七
八
）
三
“
一
一
１
八
八
二
頭
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
三
九
一
－
五
七
九
一

株
式
会
社
サ
ガ
ノ
〈
旧
（
株
）
エ
ィ
デ
ー
〉

代
表
取
締
役
束
善
彦

足
崎
市
東
側
田
可
九
’
一
七
１
一
四

潅
話
（
○
（
）
四
九
八
－
八
六
○
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
六
）
四
九
一
－
六
一
○
一

株
式
会
社
三
星
堂

照
鷺
箆
山
田
隆
史

神
戸
市
中
央
区
山
木
逝
ニ
ー
喜
四
１
｜

逝
話
（
○
七
八
）
一
安
三
一
－
四
一
二
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
二
二
一
・
－
○
三
五
九

カ
ワ
ノ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
河
野
忠
博

神
戸
市
長
田
区
大
道
通
五
－
五

電
話
（
○
七
八
）
六
一
・
二
’
一
一
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
六
一
『
一
・
－
一
一
七
八

和
田
典
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役
和
田
憲
昌

神
戸
市
中
央
区
栄
町
過
四
１
．
－
１
・
・
・
・

泡
話
（
○
七
八
）
一
・
一
六
一
１
．
．
Ｃ
Ｏ

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
一
・
’
六
一
’
三
五
○

株
式
会
社
神
戸
新
聞
社

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ッ
社

代
篭
締
役
農
荒
川
克
郎

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
一
’
五
’
七

電
話
（
○
七
八
）
三
六
二
－
七
一
○
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
一
一
一
六
一
一
－
七
四
二
一
一

株
式
会
社
加
美
乃
素
本
舗

代
箭
締
役
麗
宮
崎
幸
三

神
戸
市
中
央
区
熊
内
揺
通
一
配
工
】
工
五

屯
話
（
○
七
八
）
一
・
三
一
’
一
四
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
・
・
二
一
－
四
一
○
四

東
亜
外
業
株
式
会
社

班
綴
社
長
小
本
洋
一
郎

神
戸
市
兵
庫
区
西
出
町
員
‐
‐
四
Ｉ
一
・
一

電
話
《
Ｕ
七
八
）
六
八
一
Ｉ
・
茎
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
六
諏
・
’
六
○
．
雫
二

財
団
法
人
井
植
記
念
会

理
群
佳
井
植
貞
雄

神
戸
市
垂
水
区
青
山
台
一
’
二
一
’
一

道
話
（
○
七
八
）
七
五
一
ｉ
五
二
一
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
七
八
）
七
五
一
－
七
六
九
六

関
西
西
宮
信
用
金
庫

理
噸
長
高
山
彦
一

挫
厚
市
巾
血
区
→
山
謬
辿
一
・
’
一
二
１
三

電
話
六
）
七
八
）
三
三
二
－
五
一
血
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
三
三
三
－
九
八
七
四

株
式
会
社
シ
ヤ
ル
レ

代
叢
締
役
農
林
宏
子

神
戸
市
須
磨
区
弥
栄
台
一
一
Ｔ
一
’
二

晒
話
（
○
七
八
）
七
九
・
ｒ
七
○
○
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
・
七
九
五
‐
‐
二
五
二
二
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(順不同）

大
関
化
学
工
業
株
式
会
社

取
締
役
社
焚
津
田
明
和

神
戸
市
東
灘
区
本
山
中
町
・
Ｉ
・
・
’
六

噸
話
（
○
七
八
）
四
五
一
ｒ
君
五
九
一

バ
ー
ク
リ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

甲
陽
音
楽
学
院

学
驚
菅
内
孝
憲

神
戸
市
漣
区
篠
原
市
町
五
－
四
１
．
一

緬
話
（
○
七
八
）
八
八
二
－
五
四
六
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
八
○
二
・
，
一
六
三
六

ナ
ニ
ワ
印
刷
株
式
会
社

取
締
役
社
長
西
井
幾
雄

大
阪
市
北
区
天
満
－
１
九
１
一
九

確
話
（
○
一
◇
三
五
一
’
七
二
七
一
拝
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
六
）
三
五
一
・
’
七
四
七
九

株
式
会
社
カ
ン
キ

璽
砿
諦
鴛
農
桐
月
正
邦

神
戸
市
須
磨
区
外
浜
町
・
・
１
九
Ｉ
・
九

電
認
（
○
七
八
）
七
三
三
‘
‐
二
一
・
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
七
三
五
’
五
○
七
四

株
式
会
社
共
進
牧
場

取
締
役
会
長
中
尾
作
蔵

取
締
役
社
長
大
野
保
男

神
戸
市
中
央
区
橘
通
一
－
二
、
‐
・
皇

粧
話
（
○
七
八
）
三
七
一
－
や
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
一
毛
七
一
‐
，
三
三
六
九

東
洋
紙
業
株
式
会
社

取
締
挫
農
朝
日
徹
夫

大
阪
市
浪
速
区
芦
媒
一
’
三

電
話
（
○
六
）
五
六
七
’
二
一
言

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
六
）
五
六
一
１
一
一
○
○
三

寄
神
建
設
株
式
会
社

駕
羅
社
長
寄
神
茂
之

神
戸
市
兵
庫
区
七
宮
町
一
Ｔ
・
》
、
・
一

電
話
（
○
七
八
）
六
八
一
１
三
一
一
・
》

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
．
Ｕ
八
）
六
八
・
１
．
八
八
一
・

松
本
鋼
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
松
本
花
子

神
戸
市
兵
隊
区
湊
町
｝
，
‐
八
八
‘
Ｊ
，

晒
藷
《
Ｕ
・
じ
八
）
六
五
一
’
七
三
二
七

株
式
会
社
い
ぬ
づ
か
写
真
室

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
写
真
室

強
Ｐ
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
官
萱
室

代
表
取
締
役
犬
塚
ゆ
た
か

本
店
西
宮
市
社
家
町
・
‘
・
一

電
話
（
○
七
九
八
）
三
五
ｉ
六
三
六
一
一
坐

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
九
八
）
一
・
一
五
・
，
六
三
九
九

デ
イ
テ
ィ
エ
ス
エ
ス
株
式
会
社

代
裟
取
締
役
大
下
幸
夫

神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
四
ｌ
望
１
．

電
猛
（
○
七
八
）
三
七
一
！
五
九
○
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
五
七
七
１
，
．
二
七
・
六

コ
ー
ナ
ン
建
設
株
式
会
社

代
叢
純
役
社
長
原
填
一

鋤
篇
市
中
‐
母
以
碕
上
通
六
１
‐
－
１
九

Ｋ
０
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｋ
ビ
ル
四
階

電
話
（
○
七
八
）
二
兵
一
’
六
墓
九
一
・
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
二
五
二
－
》
三
五
○

モ
ザ
イ
ク
商
店
会

会
長
東
中
弘
吉

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
一
’
六
‐
・
・

電
蓄
《
〕
七
八
）
三
』
ハ
○
’
三
鼻
・
華

Ｆ
Ａ
Ｘ
穴
）
七
八
）
三
六
○
’
三
二
三
〈

三
輪
運
輸
工
業
株
式
会
社

驚
役
藍
三
輪
吉
郎

神
戸
市
巾
央
区
脇
浜
町
二
’
二
’
一

電
話
（
○
七
八
）
員
五
一
・
‐
五
○
○
》

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
銘
五
γ
‐
四
五
二
五

株
式
会
社
小
林
恒
建
築
研
究
所

代
表
取
締
役
小
林
恒

尚
屋
市
楠
町
一
六
番
一
八
１
（
×
〕
一
号

慾
話
（
○
七
九
七
）
三
八
‐
‐
○
七
八
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
九
七
）
一
・
’
八
１
．
○
七
八
三

株
式
会
社
テ
ィ
エ
ラ

代
爵
柿
役
藍
増
鐸
空

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
一
’
三
’
三

神
戸
ハ
ー
バ
‘
・
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
‐
，
ピ
ル
’
九
断

電
話
《
）
七
八
）
三
七
一
’
一
五
六
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
》
一
幸
七
一
１
．
．
パ
糟
一
一
四

株
式
会
社
み
ど
り
銀
行

頭
取
米
田
准
宝

神
戸
市
中
央
区
生
田
町
一
ｉ
四
１
．
一
一

電
話
《
）
七
八
）
・
一
二
－
１
六
・
・
五
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
二
三
一
－
六
三
九
四

株
式
会
社
神
明

取
締
役
社
長
藤
尾
益
也

独
星
市
出
典
償
逓
岸
通
六
－
一
－
一
○

電
話
（
○
七
八
）
三
七
一
‘
‐
二
言

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
八
）
一
一
一
七
一
１
》
｜
雫
一
一

株
式
会
社
ソ
シ
エ
・
ワ
ー
ル
ド

袋
淵
擬
装
高
橋
孝

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
－
一
○
‐
八

ケ
イ
ァ
イ
折
宿
ビ
ル
七
階

樋
話
（
○
三
）
五
三
五
一
一
’
五
八
五
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
三
）
五
三
五
一
幸
－
五
八
四
○
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の男と女

鵠
‐
群
舟
型
ｌ
４
４
１
ｉ
Ｊ
咽
一
判
謡
》

ジャズトランペッターの

タイガーフ( E 趣

ズ対談シリ

7７４１２
夫
は
私
が
つ
く
り
あ
げ
た
最
高
の
男
性

戯

１
５０

１

ｌ
お
二
人
と
も
、
結
婚
生
活
も
ベ
テ
ラ
ン
と
い
う
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
。

佐
々
木
結
婚
し
て
十
六
年
に
な
る
け
ど
、
よ
く
相
手
の
こ
と
を
、
空
気

の
よ
う
な
存
在
っ
て
い
う
け
ど
、
あ
れ
が
信
じ
ら
れ
な
い
。

タ
イ
ガ
ー
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
よ
ね
。

佐
々
木
戦
友
、
一
緒
に
『
戦
っ
て
き
た
』
み
た
い
な
。

タ
イ
ガ
ー
愛
し
方
こ
そ
、
知
り
合
っ
た
十
八
歳
の
こ
ろ
と
は
違
っ
て
き

て
る
け
ど
、
愛
し
た
い
愛
さ
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
ね
、
そ
の

人
に
愛
さ
れ
た
い
た
め
に
、
だ
ん
だ
ん
姿
勢
を
変
え
て
い
っ
た
。
そ
の
う

ち
に
一
番
き
れ
い
に
見
え
る
距
離
が
わ
か
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

佐
々
木
ち
ょ
っ
と
距
離
を
置
く
と
い
う
意
味
？

タ
イ
ガ
ー
ノ
ー
ノ
ー
ノ
ー
、
彼
女
が
一
番
よ
く
見
え
る
状
態
っ
て
こ
と
。

ほ
ら
、
カ
メ
ラ
マ
ン
が
そ
の
人
を
き
れ
い
に
撮
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
工

夫
を
す
る
よ
う
に
、
そ
の
時
に
応
じ
て
一
番
い
い
状
況
に
す
る
。
人
間
だ

か
ら
、
晴
一
嘩
し
た
り
嫌
な
部
分
も
あ
る
わ
け
で
し
よ
。
僕
は
一
度
も
彼
女

に
手
を
か
け
た
こ
と
な
い
。
か
け
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
け
ど
ね
（
笑
）
・

彼
女
を
怒
ら
せ
る
の
は
、
僕
が
悪
い
と
思
っ
て
る
か
ら
。

佐
々
木
ど
の
ぐ
ら
い
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
で
喧
嘩
す
る
の
？

タ
イ
ガ
ー
最
近
は
そ
ん
な
に
し
な
い
ね
。
し
な
い
よ
う
に
も
っ
て
い
っ

て
る
の
か
な
。
僕
た
ち
、
こ
ん
な
人
生
は
不
可
能
だ
と
い
う
人
生
を
歩
ん

で
き
て
る
と
思
う
し
、
苦
労
し
て
き
た
か
ら
。
喧
嘩
し
て
も
許
し
合
う
こ

と
の
ほ
う
が
大
き
い
。

佐
々
木
私
た
ち
は
、
毎
日
二
時
間
ぐ
ら
い
喋
っ
て
る
。
み
ん
な
に
異
常

だ
っ
て
、
び
っ
く
り
さ
れ
る
ん
だ
け
ど
。
お
互
い
に
戦
友
で
、
い
ろ
ん
な

節
目
を
二
人
で
乗
り
切
っ
て
き
た
か
ら
。
そ
れ
に
、
彼
は
私
が
作
り
あ
げ

た
最
高
の
男
性
な
の
よ
。
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
、
ど
こ
に
出
し
て
も
恥
ず
か

し
く
な
い
よ
う
な
、
男
性
（
声
が
大
き
く
な
る
）
。

第
２
回
国
巨
等
圏
冒
ユ
圏
邑
ユ
ヨ
冨
静
〈
夫
婦
〉

夫
婦
と
し
て
の
男
と
女
、
昨
今
、
そ
う
も
い
っ
て
ら
れ
な
い
形
も
あ
る

に
は
あ
る
が
、
い
つ
の
世
も
二
人
だ
け
に
し
か
わ
か
ら
な
い
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
つ
き
あ
い
方
が
あ
る
。
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より「ママには
行。一

千
一

錨三菱喜圭饗裟モ
側

タ
イ
ガ
ー
オ
ッ
ホ
ゴ
ッ
ホ
（
咳
き
込
む
）
・
他
に
も
そ
ん
な
男
性
、
作

っ
て
み
た
ら
ど
う
で
す
か
。

佐
々
木
ハ
ハ
ハ
、
同
じ
男
性
で
も
息
子
は
も
う
手
に
負
え
ん
（
笑
）
。

タ
イ
ガ
ー
ど
う
や
っ
て
作
り
あ
げ
た
の
か
聞
き
た
い
ね
。

佐
々
木
私
に
は
美
学
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
男
性
が
ゴ
ミ
を
出
し
て
る
姿

っ
て
嫌
な
の
。
家
事
は
半
分
は
担
当
し
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
の
に
、
そ
れ

が
で
き
な
い
。
で
も
、
実
際
は
彼
の
ほ
う
が
料
理
も
上
手
で
何
で
も
で
き
る
。

タ
イ
ガ
ー
佐
々
木
さ
ん
の
夫
は
ど
ん
な
料
理
を
作
る
の
？

佐
々
木
何
で
も
、
簡
単
な
も
の
を
手
早
く
作
る
よ
。
そ
の
料
理
す
る
姿

が
美
し
い
の
よ
れ
。
シ
ェ
フ
み
た
い
な
の
。

タ
イ
ガ
ｌ
ぼ
く
も
料
理
は
大
好
き
で
す
よ
。
ア
ウ
ト
ド
ア
料
理
と
か
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ん
て
ま
か
し
と
い
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木
そ
れ
っ
て
、
蚕
》
だ
食
べ
ち
ゃ
ダ
メ
」
と
か
、
仕
切
り
そ
う
全
く
）
。

タ
イ
ガ
ー
ハ
ハ
ハ
ハ
…
。
イ
タ
リ
ア
料
理
と
か
得
意
で
す
よ
。

佐
々
木
話
は
戻
る
け
ど
私
と
一
緒
に
い
る
と
き
は
、
彼
は
常
に
恋
人
で

あ
っ
て
欲
し
い
の
よ
れ
。
一
緒
に
出
か
け
る
と
き
は
二
人
で
オ
シ
ャ
レ
し

て
。
で
も
、
物
分
り
の
い
い
威
厳
の
あ
る
父
親
で
も
あ
っ
て
欲
し
い
。
変

わ
り
身
の
早
い
、
使
い
分
け
の
で
き
る
夫
婦
が
理
想
か
な
。
い
つ
も
同
じ

顔
を
し
て
い
て
欲
し
く
な
い
の
ね
。
芝
居
を
し
て
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
ま
し
た
ね
。

タ
イ
ガ
ー
芝
居
っ
て
わ
け
で
は
な
い
け
ど
、
昔
は
、
ツ
ア
ー
か
ら
帰
っ

た
ら
い
つ
も
「
こ
ん
な
だ
っ
た
、
あ
ん
な
だ
っ
た
」
と
家
族
に
話
し
て
い

た
。
で
も
、
そ
ん
な
自
分
が
『
悲
し
い
な
』
と
思
っ
て
ね
。
そ
れ
か
ら
子

ど
も
を
、
ツ
ァ
ー
に
連
れ
て
行
っ
た
り
し
た
ん
だ
け
ど
。

ワ
イ
フ
と
子
ど
も
は
い
つ
も
一
緒
だ
け
ど
、
ぼ
く
は
い
な
い
と
き
が
多

い
で
し
よ
。
家
で
作
曲
活
動
を
し
て
る
と
き
は
、
家
族
全
員
が
一
緒
だ
か

ら
「
ど
っ
か
へ
行
こ
う
よ
」
っ
て
ぼ
く
が
言
い
だ
す
け
ど
、
そ
の
計
画
は

彼
女
に
任
せ
る
。
「
ど
こ
そ
こ
へ
買
い
物
い
こ
う
」
「
花
を
見
に
い
き
た
い
」

と
か
。
そ
ん
な
と
き
、
ぼ
く
が
居
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

は
し
て
る
。
だ
っ
て
、
ぼ
く
た
ち
、
お
金
も
な
け
れ
ば
、
仕
事
も
な
い
し
、

何
に
も
な
か
っ
た
ん
だ
も
の
。
ボ
ス
ト
ン
の
川
縁
で
「
見
つ
け
て
く
れ
－
」

っ
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
い
て
て
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
に
拾
っ
て
も
ら
っ
た
ん

だ
か
ら
。
彼
女
に
は
苦
労
を
か
け
た
か
ら
、
今
は
ほ
ん
と
に
ゆ
っ
た
り
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
ま
す
よ
。

（
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て
）
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